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これまでの経緯から２つのシステムを搭載
◼ 死亡鳥・死亡動物の報告

発見日、発見場所、死亡個体の数・種類
◼ 愛玩動物等の病原体検査の管理

患畜、検体、検査結果、臨床症状、血算・生化学
データの管理

データ閲覧
◼ システム管理者（JIHS、厚労省）

リアルタイム集計データ
全ての登録データ

◼ 上記外の利用者
定期的にまとめられたデータ

ZASでできること



ZASの新規登録について

①【新規登録】をクリック

②必要事項を入力

③【利用規約】をクリックして
内容を確認し、右上の【×】で閉じる

④【個人情報保護方針】をクリックして
内容を確認し、右上の【×】で閉じる

③

③

④

④

⑤ 【同意する】にチェックを入れる

⑦内容を確認して【登録】をクリック
⑥【確認】をクリック 依頼者（ユーザー）

全員がユーザーとして検査依頼ができます
  

新規登録完了



利用開始の手順：ログイン

1.ログインページにアクセスします。

2.「メールアドレス」を入力します。

3.「パスワード」を入力します。

4.「ログイン」をクリックします。

5.ログイン後のダッシュードでは、各種
機能（死亡鳥・死亡動物の登録、愛玩
動物病原体検査、データ閲覧など）へ
のアクセスが可能です。

https://zas-system.jp/



死亡鳥・死亡動物・
病原体検査の各種
データを確認するこ
とができます。

ウエストナイル熱対
策として死亡鳥サー
ベイランスシステム
を構築 追加で鳥イン
フルにも対応してお
ります。

対象を一般の野生動
物全般に拡大して よ
り多くの感染症病原
体に対して 備えるこ
とが可能になります。

各種病原体による愛
玩動物の感染状況 を
把握できる新たな
Webアプリケーシ ョ
ンを構築します。

管理者用の各種マス
ターを登録・修正す
ることができます。

本システムの構成とダッシュボード概要
https://zas-system.jp/



愛玩動物等病原体検査システム：担当区分と役割

担当区分 役割と権限

システム管理者 JIHSと厚労省が担当：所属にかかわらず特定のユーザーに対して権限を付与する。

検査管理者 検査依頼を承認／非承認を決定し、全体の進行を管理。以下の検査者や依頼者の権限も有する。

検査者 検体を受け取り、検査を実施・記録する。

依頼者 検体情報等を入力し検査を依頼する。

システム管理者が
権限を付与する

権限付与までに数日かかる場合が
あるため、ご希望の際は新規登録に続
いて実施して頂くとスムーズです。

①
  

検査管理者

一括アップロード機能（検査管理者限定）
既にお手持ちの検査結果をまとめて登録したい時に便利です

開く

青色のヘッダー
必ず入力が必要な6項目
  都道府県
検体の種類
検査対象病原体
検査日
検査項目
結果
任意項目
※動物種 （極力入力）

入力して保存

②
  

③
  

④
  

⑤
  

⑥ファイルを選択して開く
  

ファイルを選択して開く⑥
  



検査管理者単独管理：エクセルテンプレート記入にあたっての注意点

エクセルテンプレートのマスターデータ

臨床症状（カンマ区切り）の入力例

誤字・脱字があると認識されません。
入力の際はエクセルテンプレートの「マスターデー
タ」タブから該当項目をコピーして使用することを
推奨します。

１種類の症状を入力する場合にはカンマ不要
◼ 活動低下
◼ 食欲低下
◼ 発熱

２種類以上の症状を入力する場合にはカンマ必須
◼ 活動低下, 食欲低下
◼ 発熱, 食欲低下, 脱水

データ登録は任意の間隔で結構ですが、
可能であれば毎週ご登録いただければ幸いです。



愛玩動物等病原体検査システム：検査フロー



検体一覧表示と編集

編集について
その他のステップ： 該当ステップの情報が編集可能
結果終了： ほとんどの項目の編集が可能

病原体検査＞検査リスト：関与した検査リストが表示されます。
関与していない検査はリスト表示されません。



死亡鳥・死亡動物・
病原体検査の各種
データを確認するこ
とができます。

ウエストナイル熱対
策として死亡鳥サー
ベイランスシステム
を構築 追加で鳥イン
フルにも対応してお
ります。

対象を一般の野生動
物全般に拡大して よ
り多くの感染症病原
体に対して 備えるこ
とが可能になります。

各種病原体による愛
玩動物の感染状況 を
把握できる新たな
Webアプリケーシ ョ
ンを構築します。

管理者用の各種マス
ターを登録・修正す
ることができます。

本システムの構成とダッシュボード概要
https://zas-system.jp/



データ閲覧：愛玩動物等病原体検査システム（SFTS）

システム管理者

担当区分 閲覧範囲

すべての利用者 前田先生が定期的に作成・公開した集計データ（暫定処置）

システム管理者

（JIHS、厚労省）

リアルタイム自動集計データ：動物種、都道府県名、年度別推移、発生月等

登録された全情報：都道府県別件数、年度別推移、患畜、検体、臨床症状、血液検査値、生化学値

すべての利用者

以下の項目については定期的にWebページを更新
動物種、都道府県名、年度別推移、発生月など

この画面は開発中のサンプル画面で、
実際とは異なります。



システム管理者のデータの取扱い、利用規約と個人情報保護方針

◼公開されるのは集計したデータのみです。

◼個人や患畜が特定できる情報は公開されません。

◼公開内容はシステム管理者がチェックしてから公開されます。

◼規約やガイドラインで守られています。

◼集計されたデータは厚労省へ情報提供いたします。



システム名 死亡鳥・死亡動物調査システム 病原体検査管理システム

新規登録時の所属選択 厚労省・感染研・自治体・検疫所・公園事務所・大学、動物病院・その他
（厚労省・感染研・自治体・検疫所・大学の自動登録承認システムで活用）

新規登録後の利用者区分 所属を問わず利用者 所属を問わず依頼者

システム管理者による付与権限
（特定の条件を満たした利用者）

利用者→システム管理者 依頼者→検査者
依頼者→検査管理者
依頼者→システム管理者

すべての利用者 死亡鳥・死亡動物の登録
閲覧：四半期報告書

権限に紐づく検査ステップの入力
閲覧：前田先生が定期的に作成・公開
した集計データ（暫定処置）

ZASにおける利用者区分のまとめ

病原体検査管理システムについて
◼ 組織あたりの検査管理者や検査者の人数には上限はありません。
◼ 各組織で必要な権限を、必要な分だけ申請していただければ結構です。
◼ ただし、病原体検査管理システムの依頼・検査データは、検査管理者と検査者、

2つのアカウントに紐づくことを考慮してください。
◼ 多くの方が関与する組織では、検査管理者用と検査者用のメールアドレスまたは

メーリングリストを作成して登録するのがよいかもしれません。



Zoonotic Agents Surveillance System（ZAS）
https://zas-system.jp/

人獣共通感染症病原体監視システム
version 2.1

お問い合わせ先
ZAS管理者：info@zas-system.jp

ZASをご利用されるにあたっての注意点

◼ 複数の画面を同時に操作すると、入力内容が失われる場合がありますのでご注意ください。
◼ ログインしたまま長時間放置せず、定期的にログアウトしてデータを解放するようにしてください。

ご協力いただけるようでしたら、ご活用いただけますと幸いです。
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